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　変形性関節症および関節リウマチは、軟骨が破壊されて関節機能に障害をきたす疾患である。軟骨の
破壊には、蛋白質分解酵素 ADAMTSに属する数種の酵素が関与するが、主原因の酵素は不明であっ
た。今回、米国Wyeth research 社の Glassonらは、ADAMTS‐5が関節障害の発症に重要な































Wyeth research 社の Glasson らは、ADAMTS‐5
が関節障害の発症に重要な役割を果たすことを明
らかにし、2005 年３月 31日発行のNature 誌に発
表した。






























参考： Nature, vol. 434, p.644‐648および p.648-654
（2005）
  産業医科大学 医学部 教授　中村利孝氏のご投稿
より
① ADAMTS（a disintegrin and metalloproteinase with 
thrombospondin-like repeat）：ディスインテグリン領域、
メタロプロテアーゼ領域、I型トロンボスポンジンモチーフ
をもつ蛋白分解酵素。
